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ID: 80
担当部署: 教育委員会事務局 生涯学習課 歴史みらい館

処分の概要 現状変更行為の許可

例 規 名

根 拠 条 項
村田町伝統的建造物群保存地区保存条例 第4条第1項

例 規 番 号 平成25年条例第24号

【基準】

第4条及び第5条の規定による。

(現状変更行為の制限)

第4条 保存地区内における次の各号に掲げる行為については、あらかじめ、町長及び教育委

員会の許可を受けなければならない。

(1) 建築物等の新築、増築、改築、移転又は除却

(2) 建築物等の修繕、模様替え又は色彩の変更でその外観を変更することとなるもの

(3) 宅地の造成その他の土地の形質の変更

(4) 木竹の伐採

(5) 土石の類の採取

(6) 水路の変更又は埋立て

2 前項の規定にかかわらず、同項各号に掲げる行為に該当する行為で次の各号に掲げるもの

については、同項の規定による許可を受けることを要しない。

(1) 非常災害のため必要な応急措置として行う行為

(2) 次に掲げる工作物(建築物以外の工作物をいう。以下同じ。)の新築、増築、改築、移

転又は除却

ア 仮設の工作物

イ 水道管、下水道管、井戸その他これらに類する工作物で地下に設けるもの

(3) 次に掲げる木竹の伐採

ア 間伐、枝打ち、整枝等木竹の保育のため通常行われる木竹の伐採

イ 枯損した木竹又は危険な木竹の伐採

ウ 森林病害虫等防除のための木竹の伐採

エ 仮植した木竹の伐採

(4) 前3号に掲げるもののほか、次に掲げる行為

ア 法令又はこれに基づく処分による義務の履行として行う行為

イ 宮城県公安委員会が行う道路標識等の設置又は管理に係る行為

3 町長及び教育委員会は、第1項の許可をする場合には、保存地区の保存のため必要な限度に

おいて条件を付することができる。

(許可の基準)

第5条 町長及び教育委員会は、前条第1項各号に掲げる行為で次の各号に定める基準(町長に

あっては、第8号に定める基準)に適合しないものについては、同項の規定による許可をして

はならない。

(1) 伝統的建造物の増築若しくは改築又は修繕、模様替え若しくは色彩の変更でその外観

を変更することとなるものについては、それらの行為後の伝統的建造物の位置、規模、形

態、意匠又は色彩が当該伝統的建造物群の特性を維持していると認められるものである

こと。

(2) 伝統的建造物の移転(同一保存地区内における当該伝統的建造物の移転を含む。以下
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この号において同じ。)については、移転後の伝統的建造物の位置及び移転後の状態が当

該伝統的建造物群の特性を維持していると認められるものであること。

(3) 伝統的建造物の除却については、除却後の状態が当該伝統的建造物群の特性を維持し

ていると認められるものであること。

(4) 伝統的建造物以外の建築物等の新築、増築若しくは改築又は修繕、模様替え若しくは

色彩の変更でその外観を変更することとなるものについては、それらの行為後の当該建

築物等の位置、規模、形態、意匠又は色彩が当該保存地区の歴史的風致を著しく損なうも

のでないこと。

(5) 伝統的建造物以外の建築物等の移転については、移転後の当該建築物等の位置及び移

転後の状態が当該保存地区の歴史的風致を著しく損なうものでないこと。

(6) 伝統的建造物以外の建築物等の除却については、除却後の状態が当該保存地区の歴史

的風致を著しく損なうものでないこと。

(7) 前条第1項第3号から第6号までの行為については、それらの行為後の地貌その他の状

態が当該保存地区の歴史的風致を著しく損なうものでないこと。

(8) 前各号に掲げるもののほか、当該行為後の建築物等又は土地の用途等が当該伝統的建

造物群の保存又は当該保存地区の環境の維持に著しい支障を及ぼすおそれがないもので

あること。

標準処理期間 30日

備考

設 定 年 月 日 令和 3 年 4 月 2 日 最終変更年月日 年  月  日


